
報酬改定の概要
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©又村あおい 許可なき複製を禁じます 2４つの機能をすべて（もしくは複数）提供する児発センターに「中核機能強化加算」を設定し、児発事
業や放デイが中核機能を提供する場合にも同様の加算を算定可能とする
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児発事業や放デイが中核機能を提供する場合の加算は、手上げ方式としない方針
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プログラムを未公表の場合には減算

極めて短時間とは「３０分未満」

個別支援計画に定めた支援時間による報酬区分に変更
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関係機関連携加算強化（平常時も評価）、事業所間
連携加算新設（セルフプラン対策の連携を評価）
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通所自立支援加算（自力通所を評価）、自立サポート
加算（高２・３限定で職業体験などを評価）新設
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「個別サポート加算Ⅲ」を新設
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時間区分３時間または５時間以上は延長支援加算で対応

保育・教育等移行支援加算を強化、個別支援計画へ記載



児発・放デイ
ガイドライン
の見直し
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令和６年４月にガイドライン改訂

1.法改正、報酬改定などを踏まえて内容を見直し

2.特に放課後等デイサービスについては対象となる年
代が幅広いことから、年齢をある程度区切って具体
的な支援の方向性を提示

3.具体的には、小学校低学年・中学年・高学年・中高
生（思春期以降）の４段階

4.育ちの５領域についても、具体的な記載を追加
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両ガイドラインの位置づけ
1.障害のある子どもやその家族に対して質の高い支援
を提供するため、児童発達支援センター及び児童発
達支援事業所における児童発達支援の内容や運営及
びこれに関連する事項を定めたもの

2.子ども自身が、身体的・精神的・社会的に幸せな状
態（ウェルビーイング）を主体的に実現していく視
点を持って、子どもとその家族に関わらなければな
らない
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児発ガイドラインにおける５領域

「健康・生活」 → 健康状態の維持・改善、生活のリズムや生活習
慣の形成、基本的生活スキルの獲得

「運動・感覚」 → 姿勢と運動・動作の基本的技能の向上、姿勢保
持と運動・動作の補助的手段の活用、身体の移動能力の向上、保有す
る感覚の活用、感覚の補助及び代行手段の活用、感覚の特性への対応

「認知・行動」 → 認知の特性についての理解と対応、対象や外部
環境の適切な認知と適切な行動の習得（感覚の活用や認知機能の発達、
知覚から行動への認知過程の発達、認知や行動の手掛かりとなる概念
の形成）、行動障害への予防及び対応
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児発ガイドラインにおける５領域

「言語・コミュニケーション」 → コミュニケーション

の基礎的能力の向上、言語の受容と表出、言語の形成と活

用、人との相互作用によるコミュニケーション能力の獲得、

コミュニケーション手段の選択と活用、状況に応じたコ

ミュニケーション、読み書き能力の向上

「人間関係・社会性」 → アタッチメント（愛着）の形

成と安定、遊びを通じた社会性の発達、自己の理解と行動

の調整、仲間づくりと集団への参加
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放デイガイドラインにおける５領域
「健康・生活」 → 健康状態の維持・改善、生活習慣や生活リズム
の形成、基本的生活スキルの獲得、生活におけるマネジメントスキル
の育成

「運動・感覚」 → 姿勢と運動・動作の基本的技能の向上、姿勢保
持と運動・動作の補助的手段の活用、身体の移動能力の向上、保有す
る感覚の活用、感覚の補助及び代行手段の活用、感覚の特性への対応

「認知・行動」 → 認知の特性についての理解と対応、対象や外部
環境の適切な認知と適切な行動の習得（感覚の活用や認知機能の発達、
知覚から行動への認知過程の発達、認知や行動の手掛かりとなる概念
の形成）、行動障害への予防及び対応
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放デイガイドラインにおける５領域
「言語・コミュニケーション」 → コミュニケーション
の基礎的能力の向上、言語の受容と表出、言語の形成と活
用、人との相互作用によるコミュニケーション能力の獲得、
コミュニケーション手段の選択と活用、状況に応じたコ
ミュニケーション、読み書き能力の向上

「人間関係・社会性」 → アタッチメント（愛着）の形
成と安定、情緒の安定、他者との関わり（人間関係）の形
成、遊びを通じた社会性の発達、自己の理解と行動の調整、
仲間づくりと集団への参加
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放デイガイドライン４つの基本活動
1. 放デイにおける支援展開で複数組み合わせて行うことが求め

られる４つの基本活動を提示

2. 日常生活の充実と自立支援のための活動 → 日常生活にお

ける基本的な動作や自立を支援するための活動、成功体験の

積み増しを促し、自己肯定感を育めるようにする

3. 多様な遊びや体験活動 → 遊び自体の中にこどもの発達を

促す重要な要素が含まれていることから、挑戦や失敗を含め、

屋内外を問わず、自由な遊びを行う
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放デイガイドライン４つの基本活動

3. 地域交流の活動 → 地域の中にこどもの居場所をつくりな

がらこどもの社会経験の幅を広げていく、ボランティアの受

入れ等により積極的に地域との交流を図っていく

4. こどもが主体的に参画できる活動 → こどもが主体的に参

画できる機会を設け、こどもが意見を表明しやすい環境づく

りを行いながら、こどもとともに活動を組み立てていく取組

を行っていく（自分自身が権利の主体であることを実感する

とともに、こどもの権利を守ることにもつながる）
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その他、放デイガイドラインの特徴
1. 思春期のこどもに対する支援に当たっての留意点として、

行動上の課題がより顕在化しやすくなることや、メンタ

ルヘルスの課題や不登校など様々な課題が増えてくる年

代であることを踏まえた支援のあり方などを提示

2. 不登校の状態にあるこどもに対する支援に当たっての留

意点として、学校や家庭などこどもを取り巻く関係者・

関係機関で支援の状況等を共有、連携を図りながら支援

を行っていくことなどを提示
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その他、放デイガイドラインの特徴

3.特に支援を要する家庭のこども（家庭での不適切養

育や児童虐待などが疑われる過程）に対する支援に

当たっての留意点として、日ごろから保護者との関

係づくりを丁寧に行うことで保護者の孤立を防ぐと

ともに、こどもの変化に気付きやすくしておくこと、

専門機関やＮＰＯ団体などの地域資源についての情

報を収集しておくことなどを提示
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家族支援の充実
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放デイガイドラインにおける家族支援

1.子どもの成長や発達の基盤となる親子関係や家庭生
活を安定・充実させることが、こどもの「育ち」や
「暮らし」の安定・充実につながる

2.家族（きょうだいを含む。）と日頃から信頼関係を
構築し、障害の特性に配慮し、丁寧な「家族支援」
を行うことが必要
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放デイガイドラインにおける家族支援

3.家族支援のねらいとして、アタッチメント（愛着）
の安定、家族からの相談に対する適切な助言等、障
害の特性に配慮した家庭環境の整備を提示

4.家族支援では、母親が中心となる場合が多いが、父
親やきょうだい、さらには祖父母など、家族全体を
支援していく観点が必要
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家族支援に役立つ
育成会の取組み
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育成会の団体賛助会員になると
1. 現在、全国手をつなぐ育成会連合会では、都道府県や市
町村の育成会を通じて、児発・放デイ事業所における
「家族支援」や職員研修に役立つ取組みを展開する準備
をしています（令和６年度下半期から７年度にかけて、
順次で展開していく予定です）

2. 具体的には、家族支援のワークショップに地元の育成会
が「先輩親御さん」の立場で講師派遣したり、家族支援
の研修会で使える研修動画を提供したりといった取組み
を想定しています
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育成会の団体賛助会員になると

3.基本的には市町村の育成会や親の会が中心となり、
取組みを進める準備が整った地域から事業所の皆さ
まへお声かけしていく予定です（市町村での動きが
難しい場合は、都道府県育成会からお声かけする場
合もあります）

4.講師派遣は困難ですが、全国手をつなぐ育成会連合
会の特別賛助会員になっていただくことで、研修動
画を提供することも可能です
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プログラムの公表
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令和６年７月に関連通知発出
1. 報酬改定により作成、公表が義務付けられた事業所ごと
の支援プログラムの作成に関する事務連絡が発出された
（令和７年度から未作成は減算）

2. 作成した支援プログラムについては、事業所等の職員に
対し理解を促し、プログラムに基づいた適切な支援の提
供を進めていく

3. 利用者や保護者に向けては、重要事項説明書や個別支援
計画等の説明時に併せて丁寧に説明し、インターネット
のホームページや会報等で公表していく
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令和６年７月に関連通知発出

盛り込むべき内容は次のとおり

（事業所における基本情報）

① 事業所名 ② 作成年月日

③ 法人（事業所）理念 ④ 支援方針

⑤ 営業時間 ⑥ 送迎実施の有無
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令和６年７月に関連通知発出

（支援内容）

⑦ 本人支援の内容と５領域の関連性

⑧ 家族支援（きょうだいへの支援も含む）の内容

⑨ 移行支援の内容 ⑩ 地域支援・地域連携の内容

⑪ 職員の質の向上に資する取組 ⑫ 主な行事等

※ タイムスケジュールなどはなくても良い
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